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人工内耳について



内耳における変換

有毛細胞は音の物理的情報を神経学的な情報へ
変換する役割を担っています。
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人工内耳のメカニズム



感音難聴

内耳（有毛細胞）の疾病によって

起こる難聴を感音難聴といいます。
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人工内耳のメカニズム



有毛細胞がない！

内耳の働きが本質的に障害を受けると、伝達される音は質的にも量的にも影響を受けます。

補聴器の利用に、しばしば限界が生じてしまいます。
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人工内耳のメカニズム



補聴器の装用効果が十分ではない時

人工内耳はこの障害をうけた内耳・有毛細胞に代わり、大脳へ信号を送る聴神経を
直接刺激します。
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人工内耳のメカニズム



1

2

3

4 電極からの信号を蝸牛の聴覚神
経が拾って脳に送り、脳が音として
認識

体外装置（サウンドプロセッサ）
のマイクが音を拾い、音をデジタル
信号に変換
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人工内耳のしくみ

デジタル信号はコイルを介して皮下に
ある体内装置（インプラント）に伝達

電気信号を蝸牛内に設置されたイ
ンプラント電極に伝達
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成人 人工内耳適応基準（2017年）：適応聴力レベルの拡大

難聴の
程度

正常

（25dB未満）

軽度

（25～39dB)

中等度

（40～69dB)

高度

(70 ～89dB）

重度

（90dB以上）

治療選択

補聴器

人工内耳の適応
高度難聴も対象

➊ 平均聴力レベル 90dB以上

人工内耳

❷ 平均聴力レベル 70～90dB未満

補聴器装用 最高語音明瞭度50％以下

人工内耳



I．人工内耳適応条件

小児の人工内耳では、手術前から術後の療育に至るまで、家族および医療施設内外の専
門職種との一貫した協力体制がとれていることを前提条件とする。

II．医学的条件

1. 手術時期

A) 適応時期は原則体重 8kg 以上または 1 歳以上とする。上記適応条件を満たした上
で、症例によって適切な手術時期を決定する。

B) 言語習得期以後の失聴例では、補聴器の効果が十分でない高度難聴であることが確認
された後には、獲得した言語を保持し失わないために早期に人工内耳を検討することが
望ましい。
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小児人工内耳の適応基準
（2022年耳鼻咽喉科学会ガイドラインより抜粋）



2. 聴力、補聴効果と療育
各種の聴力検査の上、以下のいずれかに該当する場合。

i. 裸耳での聴力検査で平均聴力レベルが90 dB以上。

ii. 上記の条件が確認できない場合、6カ月以上の最適な補聴器装用を行った上で、
装用下の平均聴力レベルが45dBよりも改善しない場合。

iii. 上記の条件が確認できない場合、6カ月以上の最適な補聴器装用を行った上で、
装用下の最高語音明瞭度が50%以下の場合。

3. 補聴効果と療育

音声を用いて様々な学習を行う小児に対する補聴の基本は両耳聴であり、 両耳聴の実
現のために人工内耳は有用である。
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小児人工内耳の適応基準
（2022年耳鼻咽喉科学会ガイドラインより抜粋）



4. 例外的適応条件
A）手術年齢

i. 髄膜炎後の蝸牛骨化の進行が想定される場合。

B）聴力、補聴効果と療育

ii. 既知の、高度難聴を来しうる難聴遺伝子バリアントを有しており、かつABR等の聴性
誘発反応および聴性行動反応検査にて音に対する反応が認められない場合。

iii. 低音部に残聴があるが1kHz～2kHz以上が聴取不能であるように子音の構音獲得
に困難が予想される場合。
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小児人工内耳の適応基準
（2022年耳鼻咽喉科学会ガイドラインより抜粋）



磁石がインプラントに入ったまま、 

1.5 および 3.0 テスラでのMRI検査が可能*1

包帯とスプリントが不要

MRI検査を受けるまでの準備時間と
音が聞こえなくなる待機時間を大幅に短縮

よりシンプルなMRI検査を実現

*撮影画像のアーチファクトを減らすために磁石カセットを取り外す必要がある場合を除きます
11
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人工内耳の進化：サウンドプロセッサ

聴取環境に合わせた
最適な聴こえを提供

話し声 音楽

必要な音と不要な音の自動判別

必要な音の最適化、不要な音の低減

聴こえ性能の向上

会話は聴こえて、後方の雑音は低減
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人工内耳の進化：サウンドプロセッサ

騒がしい場所でも通話ができ、遠い場所からの音声も明瞭に聴き取れる。

スマートホン ミニマイク

聴こえ性能の向上：ワイヤレス技術
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人工内耳の進化：サウンドプロセッサ

大音量にしなくてもテレビの視聴が可能。
家族との会話がしやすくなり、ご近所に迷惑をかける心配がない。

聴こえ性能の向上：ワイヤレス技術

テレビ音声
送信機
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人工内耳の進化：サウンドプロセッサ

水濡れによる故障の低減
水の音を聞いて楽しんだり、コミュニケーションができる。

防水性の向上

突然の雨 温泉／シャワー プール

防水用アクセサリ
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